
平成２２年２月１２日

平成２２年３月期第３四半期決算説明資料



税 引 前
当期純利益

当期純利益経 常 利 益営 業 利 益売 上 高
《ご参考》

【平成２１年３月期第３四半期】

△20,184 △20,1761,5091,54256,806インボイス ＋ インボイスＪｒ.

△9,040 △9,056△1,348△9294,300ダイナシティ

△2,172 4,702△9840161,445平成２１年３月期
第３四半期実績（連結）

（単位：百万円）

ダイナシティは、平成２１年３月期の当社連結において、第１四半期のみ連結計上し、第２四半期以降ははずれております。
第３四半期実績（連結）には、日本テレコムインボイス株式の売却益209億円を含んでおります。
特別損益の計上、のれん償却・内部取引・少数株主利益などの調整を行っておりますため、主要各社別数値の単純合計は連結数値と一致しておりません。

平成２２年３月期第３四半期決算の概要平成２２年３月期第３四半期決算の概要

1

インボイスおよびインボイスJr.は、平成22年1月26日開催の取締役会において、平成22年4月1日を効力発生日としたインボイスを存続会社、インボイスJr.を消滅会社とする吸収合併を決議いたしました。
連結実績には、インボイス、インボイスJr.以外の連結子会社の実績が含まれております。

税 引 前
当期純利益

当期純利益経 常 利 益営 業 利 益売 上 高【平成２２年３月期第３四半期】

（－）（－）（＋28.8％）（＋42.5％）（＋3.7％）（前年同期比）

1,922 1,8411,9442,19958,912インボイス ＋ インボイスＪｒ.

（前年同期比） （△61.8％）（－）（－）（＋434.7％ ）（△3.8％）

1,875 1,7951,8872,14559,084
平成２２年３月期

第３四半期実績（連結）



平成２２年３月期第３四半期決算の概要 －連 結平成２２年３月期第３四半期決算の概要 －連 結
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連 結 売 上 高連 結 売 上 高

（単位：百万円）

連結営業利益・経常利益・当期純利益連結営業利益・経常利益・当期純利益

【営業利益・経常利益】
上記増収要因とともに、

採算性の見直しおよび経費の削減等により、

収益性は大幅に向上

前期の不動産関連事業に係る損失は、今期損益には影響せず

【当期純利益】
前期決算において、

日本テレコムインボイス株式売却益、不動産関連事業に

係る損失等を計上するとともに、繰延税金資産を計上

今期は特殊要因なく、結果前年同期比減益

【営業利益・経常利益】
上記増収要因とともに、

採算性の見直しおよび経費の削減等により、

収益性は大幅に向上

前期の不動産関連事業に係る損失は、今期損益には影響せず

【当期純利益】
前期決算において、

日本テレコムインボイス株式売却益、不動産関連事業に

係る損失等を計上するとともに、繰延税金資産を計上

今期は特殊要因なく、結果前年同期比減益

２

【売上高】
本業である通信事業が、

営業強化の成果により順調に推移したことで、

売上高は前年を上回ったものの（前年同期比+3.7％）、

「ダイナシティ」の非連結化により減収

5,000 4,702

平成２１年３月期第３四半期 平成２２年３月期第３四半期



平成２２年３月期第３四半期決算の概要 － インボイス＋インボイスＪｒ．（通信事業）平成２２年３月期第３四半期決算の概要 － インボイス＋インボイスＪｒ．（通信事業）
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（単位：百万円）

インボイス＋インボイスＪr． 売上高インボイス＋インボイスＪr． 売上高

（単位：百万円）

インボイス＋インボイスＪr．営業利益・経常利益・当期純利益インボイス＋インボイスＪr．営業利益・経常利益・当期純利益

【営業利益】 前年同期比 ＋42.5％

【経常利益】 前年同期比 ＋28.8％
採算性の見直しおよび経費の削減等により、収益性は向上

有利子負債の削減による支払利息の減少等も影響し、

営業利益・経常利益ともに前年を大きく上回る

【当期純利益】
前期決算において、
ダイナシティに対する貸倒引当金繰入、株式評価損等
多額の損失を計上
今期は特殊要因なく、結果前年同期比増益

【営業利益】 前年同期比 ＋42.5％

【経常利益】 前年同期比 ＋28.8％
採算性の見直しおよび経費の削減等により、収益性は向上

有利子負債の削減による支払利息の減少等も影響し、

営業利益・経常利益ともに前年を大きく上回る

【当期純利益】
前期決算において、
ダイナシティに対する貸倒引当金繰入、株式評価損等
多額の損失を計上
今期は特殊要因なく、結果前年同期比増益

３

【売上高】 前年同期比 ＋3.7％
通信料金の低価格化が進む中、

新規顧客の獲得など営業強化の成果により、

主力事業である通信料金一括請求サービスは、

順調に推移

△21,000

平成２１年３月期第３四半期 平成２２年３月期第３四半期



平成２２年３月期第３四半期 財政状態 － 連結貸借対照表平成２２年３月期第３四半期 財政状態 － 連結貸借対照表

第３四半期連結会計期間末
（平成２１年１２月３１日）

資産の部
365.4億円
（△2.6億円）

【流動資産】 212.5億円
（主な内訳）
現金預金 51.4億円
受取手形
および売掛金 139.4億円

【固定資産】 152.9億円
（主な内訳）
有形固定資産 4.0億円
無形固定資産 15.8億円
投資その他 133.0億円
【内訳】
投資有価証券 3.9億円
投資不動産 90.6億円
敷金保証金 4.7億円
破産更生債権 13.6億円
繰延税金資産 27.1億円
貸倒引当金 △7.5億円

【流動負債】 237.6億円
（主な内訳）
買掛金 116.7億円
短期借入金 105.0億円

【固定負債】 86.8億円
（主な内訳）
社債 4.0億円
長期借入金 74.6億円
債務保証損失
引当金 6.2億円

負債の部
324.5億円

（△10.2億円）

純資産の部
40.9億円

（＋7.6億円）

【自己資本比率】 11.111.1％％

４

第２四半期連結会計期間末
（平成２１年９月３０日）

368.1億円

33.3億円

334.7億円

【ご参考】

【資産の部】主な増減要因
現金預金 ＋19.5億円
破産更生債権 △23.7億円

【資産の部】主な増減要因
現金預金 ＋19.5億円
破産更生債権 △23.7億円

【負債の部】主な増減要因
買掛金 ＋17.9億円
長期借入金 △29.0億円

【負債の部】主な増減要因
買掛金 ＋17.9億円
長期借入金 △29.0億円

【純資産の部】主な増減要因
利益剰余金 ＋7.4億円

【純資産の部】主な増減要因
利益剰余金 ＋7.4億円



平成２２年３月期第３四半期 財政状態の概要平成２２年３月期第３四半期 財政状態の概要

５

財務体質は順調に改善

②有 利 子 負 債

破産更生債権については、貸倒引当金

控除後の金額を記載しております。

（注）

③ 破産更生債権

（単位：億円）

58.7

△52.6億円の減少
（平成21年3月期比）

52.3

29.7

6.06.0

237.8

△△54.154.1億円億円の削減
（平成21年3月期比）

（単位：億円）227.3
211.4

183.6183.6

① 自己資本比率

平成21年3月期 第1四半期
平成22年3月期

第2四半期
平成22年3月期

第3四半期
平成22年3月期

＋＋55..33％％の改善
（平成21年3月期比）

（単位：％）

5.8

7.3

9.0

1111..11

平成21年3月期 第1四半期
平成22年3月期

第2四半期
平成22年3月期

第3四半期
平成22年3月期

平成21年3月期 第1四半期
平成22年3月期

第2四半期
平成22年3月期

第3四半期
平成22年3月期



平成２２年３月期第３四半期 インボイスグループ トピックス①平成２２年３月期第３四半期 インボイスグループ トピックス①

６

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 高

【平成２２年３月期第３四半期 】

58,912

2,199

1,944

++656656
42.542.5%%増増

++434434
2828..88%%増増

通信事業
（インボイス＋インボイスJr.）

通信事業
（インボイス＋インボイスJr.）

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 高

【平成２１年３月期第３四半期】

56,806

1,542

1,509

通信事業
（インボイス＋インボイスJr.）

通信事業
（インボイス＋インボイスJr.）

営業力の強化

採算性の見直し

引続き通信事業は好調

採算性の見直しおよび経費の削減等の施策により

通信事業は大幅増益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（前年同期比）

経費の削減

前期については、ダイナシティ貸付金に対する受取利息を計上。
今期は同社よりの受取利息がないこと等が、前年同期比の営業利益増益幅（+656百万円）
に比べ、経常利益の増益幅（+434百万円）が減少している主な要因となっております。

（注）

（注）



平成２２年３月期第３四半期 インボイスグループ トピックス②平成２２年３月期第３四半期 インボイスグループ トピックス②

インボイスによるインボイスＪr.の吸収合併

７

グループの事業運営の更なる効率化

株式会社インボイス

企業向け通信統合サービス企業向け通信統合サービス

（合併後）

集合住宅向け通信統合サービス

（効力発生日）
平成22年4月1日

（存続会社）

企業向け通信統合サービス

（平成21年3月期実績）

売上高 56,864百万円
営業利益 2,031
経常利益 1,851
当期純利益 △24,207

集合住宅向け通信統合サービス 吸吸 収収 合合 併併

（消滅会社）
株式会社インボイスＪr.

企業向け通信統合サービス

（平成21年3月期実績）

売上高 20,147百万円
営業利益 159
経常利益 153
当期純利益 89



ダイナシティは、平成２１年３月期の当社連結において、第１四半期のみ連結計上し、第２四半期以降ははずれております。
前期実績（連結）には、日本テレコムインボイス株式の売却益209億円を含んでおります。
特別損益の計上、のれん償却・内部取引・少数株主利益などの調整を行っておりますため、主要各社別数値の単純合計は連結数値と一致しておりません。

（単位：百万円）

税 引 前
当期純利益

当期純利益経 常 利 益営 業 利 益売 上 高【平成２２年３月期 】

（－）（－）（＋14.6％）（＋23.5％）（＋0.2％）（前年同期比）

2,150 2,0502,2002,60075,800インボイス ＋ インボイスＪｒ.

（前年同期比） （＋192.2％）（－）（＋621.4％）（＋149.2％）（△5.4％）

2,100 2,0002,1502,55076,000   平成２２年３月期

通期予想 （連結）

インボイスおよびインボイスＪr.は、平成22年1月26日開催の取締役会において、平成22年4月1日を効力発生日としたインボイスを存続会社、インボイスＪr.を消滅会社とする吸収合併を決議いたしました。
連結予想数値には、インボイス、インボイスJr.以外の連結子会社の数値が含まれております。

平成２２年３月期業績予想（通期）について平成２２年３月期業績予想（通期）について

８

△9,040 △9,056△1,348△9294,300ダイナシティ

税 引 前
当 期 純 利 益

当期純利益経 常 利 益営 業 利 益売 上 高【平成２１年３月期 （前期実績）】

△24,412 △24,2021,9192,10675,674インボイス ＋ インボイスＪｒ.

△6,393 6842981,02380,369平成２１年３月期 前期実績 （連結）

【平成２２年３月期 】

1,840 1,7401,8602,32073,300インボイス ＋ インボイスＪｒ.

1,790 1,6901,8102,27073,500平成２２年３月期
通期予想 （連結）

当初予想

今回予想



平成２２年３月期連結業績予想の概要平成２２年３月期連結業績予想の概要

通信料金一括請求サービスの需要拡大により、業績は好調。

また採算性の見直し・経費の削減等を積極的に進めたことで、今期業績予想を上方修正。

９

売上高 営業利益

経常利益 当期純利益

（単位：百万円）

3Ｑ実績

今回予想
当初予想

73,500

＋＋33..44％増％増

76,000

59,084

通信料金一括請求
サービスの需要拡大

2,500

当初予想

今回予想

3Ｑ実績

＋＋1212..33％増％増

2,270

280
2,550

2,145採算性の見直し
経費の削減等

当初予想
今回予想

3Ｑ実績

＋＋1818..88％増％増

1,810

340 2,150

1,887

収益性の向上
支払利息の削減等

当初予想

今回予想

3Ｑ実績

＋＋18.318.3％増％増

1,690

310 2,000

1,795

営業利益以下の
増益要因



本資料は、当社または当社グループ（以下、「インボイスグループ」といいます。）の平成２２年３月期第３四半期決算を平易に説明することを
目的として作成した業績見通し、計画、方針、経営戦略、目標、予定、認識、評価などといった、将来に関する記述が記載されています。
これらの将来に関する記述は、インボイスグループが現在入手している情報に基づく予測、期待、想定、認識、評価、判断等を基礎として作
成しているものであり、既知または未知のリスク、不確実性、その他の変動可能性の要因（以下、「リスクおよび変動可能性の要因」といいま
す。）を含んでいるものです。したがいまして、これらのリスクおよび変動可能性の要因による影響を受けることがあるため、インボイスグループの
将来における実際の展開、実績、経営成績、財政状態は、将来に関する記述に明示的または黙示的に示された内容と大幅に異なる可能性
があります。また、インボイスグループはこの資料を発行した後は、本資料における将来に関する記述を更新または修正して公表する義務を負
うものではありません。
インボイスグループの主たる事業活動領域であります情報通信産業市場は、常に急速な変化に晒されています。
インボイスグループに重大な影響を与え得るリスクおよび変動可能性の要因は多数あり、その例として、技術の進化、需要、価格、金利、為
替の変動、および経済環境、競合条件、法令の変化などがあります。なお、リスクおよび変動可能性の要因はこれらの事項に限られるものでは
ありません。
また、本資料におきましては、インボイスグループの過去の業績、平成２２年３月期第３四半期の業績および平成２２年３月期の業績予想な
どを平易に説明するために、決算短信等における事業の種類別セグメントとは別に、主要各社別に業績数値を記載している部分があります。そ
の場合の表記および指し示す内容は以下のとおりであり、のれん償却、内部取引、少数株主利益などを調整していないため、主要各社別の業
績数値の単純合計は連結財務諸表の業績数値と一致するものではありません。

本説明資料および将来の記述に関するご注意事項本説明資料および将来の記述に関するご注意事項

株式会社ダイナシティおよび同社の連結子会社の連結業績数値 （同社の民事再生手続開始等により、
過去の業績のみに、当社の連結対象となる平成２０年６月末までの業績数値が反映されております。）

「ダイナシティ」

株式会社インボイスおよび株式会社インボイスＪｒ. の連結業績数値
なお、平成２２年１月２６日開催の取締役会において、平成２２年４月１日を効力発生日としたインボイスを
存続会社、インボイスＪr.を消滅会社とする吸収合併を決議しております。

「インボイス＋インボイスJr.」


